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三
楼
、
阿
部
宵
人
と
い
っ
た
錚
々
た
る
俳

人
と
、
公
民
館
の
庭
で
と
っ
た
写
真
が
今

で
も
残
っ
て
い
る
。

「
沖
」
が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
も
、
中
央
例

会
の
会
場
は
こ
の
公
民
館
の
和
室
で
、
私

が
初
め
て
「
沖
」
の
本
部
句
会
に
出
席
し

た
の
も
こ
こ
で
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
句

会
の
採
点
の
仕
方
を
、
河
口
仁
志
同
人
か

ら
教
え
て
も
ら
っ
た
記
憶
も
印
象
深
い
。

　

そ
の
後
「
沖
」
の
例
会
は
、
市
民
会
館

や
文
化
会
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
時
折
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

近
年
に
な
っ
て
か
ら
は
中
央
公
民
館
の

俳
句
講
座
を
頼
ま
れ
、
講
座
が
終
了
し
て

か
ら
、
そ
の
仲
間
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
句

会
が
発
足
し
、
現
在
の
「
四
季
の
会
」
や

「
か
つ
し
か
句
会
」
が
現
在
で
も
活
動
を

続
け
て
い
る
。
毎
年
秋
に
は
公
民
館
の
文

化
祭
が
行
わ
れ
、
メ
ン
バ
ー
の
色
紙
短
冊

を
展
示
し
た
。

　

こ
の
公
民
館
は
、
あ
る
意
味
で
「
沖
」

の
五
十
年
の
歴
史
を
、
一
緒
に
歩
ん
で
く

れ
た
思
い
出
の
建
物
で
あ
る
。
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市
川
の
葛
飾
八
幡
宮
境
内
に
あ
る
、
中

央
公
民
館
が
昨
年
十
一
月
一
杯
で
閉
館
し

建
物
が
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
沖
」

に
と
っ
て
創
刊
以
前
か
ら
深
く
か
か
わ
り

が
あ
る
建
物
で
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

こ
の
建
物
は
明
治
期
に
新
潟
県
で
建
築

さ
れ
た
邸
宅
を
、
私
が
生
ま
れ
た
年
の
昭

和
二
十
四
年
に
移
設
さ
れ
た
も
の
で
、
葛

飾
八
幡
宮
の
近
く
に
た
た
ず
む
二
階
建
て

の
建
物
の
ロ
ビ
ー
は
、
重
厚
な
太
い
梁
や

柱
が
目
を
引
き
、
優
し
い
木
材
の
温
か
み

が
感
じ
ら
れ
る
。

「
沖
」
創
刊
以
前
、
先
師
登
四
郎
は
「
市

川
馬
酔
木
会
」、
そ
の
後
「
森
の
会
」
と

改
称
さ
れ
た
俳
句
会
を
、
こ
の
公
民
館
で

催
し
て
い
た
。
会
場
の
事
前
予
約
は
母
の

担
当
で
、
幼
い
頃
は
母
に
連
れ
ら
れ
て
出

か
け
た
こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
る
。
小
学
生

に
な
っ
て
か
ら
は
、
父
か
ら
頼
ま
れ
て
句

会
の
道
具
と
、
そ
の
日
の
席
題
が
書
か
れ

た
半
紙
を
事
前
に
句
会
場
に
届
け
る
仕
事

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
中
学
生
に
な
っ
て
か

ら
も
市
川
市
俳
句
大
会
の
中
学
生
の
部
で

一
位
を
と
っ
た
時
に
、
表
彰
さ
れ
た
場
所

も
こ
こ
で
あ
っ
た
。
柴
田
白
葉
女
、
岸
風

公
民
館
の
思
い
出




